
フードテック官民協議会

令和７年度 第２回 総会／提案・報告会

開始時刻までしばらくお待ちください

開始時刻14:00 終了予定時刻17:00

• Zoomウェビナー及び会場内では、事務局が記録のために録画・撮影を行います。

参加者の皆様への注意事項

• 講演の二次配信・録画・録音・スクリーンショットを含む撮影は禁止しております。

• ネットワーキング会場では、出展者様の許可が得られた場合のみ撮影可とします。



フードテック官民協議会

令和７年度 第2回 総会／提案・報告会

2025年10月15日

フードテック官民協議会 事務局



フードテック官民協議会
令和7年度 第2回 総会／提案・報告会議事次第

2025年10月15日（水）14:00～17:00

1. 農林水産省ご挨拶

2. WT・CCからの提案・報告

3. 日本のフードテックエコシステムの新潮流

(北海道、新潟、静岡のフードテックエコシステムとのパネルディスカッション)

4. 登壇者発表

5. 事務局からの報告

6. ネットワーキング（現地会場のみ実施） 
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2．作業部会（WT）・コミュニティーサークル（CC）からの報告

• 美食テックWT

• 細胞農業CC

• アップサイクルWT

• プラントベースフードWT

• 美食テックWT

・ 細胞農業CC

・ アップサイクルWT

・ プラントベースフードWT



美食テックWTご紹介
2025.10.15
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美食テックWT 事務局
OISSY株式会社 代表取締役社長

國酒テック・イノベーション推進機構 理事
鈴木隆一

フードテック官民協議会



キッカケ：Basque Culinary Centre
• 慶應義塾大学卒業後、特任講師など歴任、AI味覚センサーレオ開発
• 「日本人の味覚は世界一」「悪魔の食べ合わせ」など著書多数
• 美食の街として名高いサンセバスチャンの美食大学(BCC)主催のコ

ンテストでアメリカ・イギリス・デンマーク・アルゼンチンのチームを
破って2024年最優秀賞（世界一）を受賞、美食テックWT立ち上げ



BCC(Basque Culinary Centre)とは

2024年

ミシェル・ブラスエル・ブジ ノマ ファット・ダック

モンドラゴン大学食科学部(Gastronomic Science)

Boardにはレジェンドシェフがズラリ
共創に強み（フェラン・アドリアの影響？）
GIC Tokyoがパートナーとして東京に

サンチェバスチャン駅から遠い・・・



GOe（Gastronomy Open Ecosystem)
• 今年10月にサンチェバスチャン駅徒歩圏内に開設された
新施設

• 料理×科学×地方創生などがテーマ
• サンチェバスチャンは約20年で経済成長して、所得倍増



美食テックWT

農林
水産省

高級
レストラン

フード
テック企業

OMAKASE OISSY

地方
自治体

他省庁• 農林水産省内外への各種
情報展開/共有

• 他省庁/地方自治体との
連携

料理王国やOMAKASE
（1,000店舗以上掲載）と
連携して取り組む

食品・飲料メーカー
累計300社以上の取
引先を持つOISSYが
事務局取りまとめ

フードテック
官民協議会
事務局

美食テックWT
目的：一流料理人フードテック企業の社会実装・事業化の推進

フードテック企業の美食化（美食テック企業）させて大成功
料理人のビジネスモデルの複線化を実現する！



美食テックWT キックオフ 2/25

GIC Tokyoにて









フードテック官民協議会第2回総会

日本細胞農業協会理事岡田健成



“Wildtype_Salmon nigiri 1” by Wildtype is licensed under CC BY 4.0



“Wildtype_Salmon nigiri 1” by Wildtype is licensed under CC BY 4.0

動物からの食品ではない！



“Wildtype_Salmon nigiri 1” by Wildtype is licensed under CC BY 4.0

動物からの食品ではない！

＝細胞から作られたもの

→細胞農業・培養肉



細胞農業CCの概要

イントロダクション

細胞培養技術を用いて農産物・水産物を生産する「細胞農業（Cellular Agriculture）」に関するコミュニティ活動・
情報発信・各種調査事業を実施。



岡田健成/ Kensei Okada

細胞性食品研究
竹内研究室

日本細胞農業協会理事

東大IPC
投資事業会社/VC

NEDO
NEP 開拓

BRAIN
SBIR

採択

経産省・JETRO
J-Star X

東京大学大学院

情報理工学系研究科

研究科長賞



Igarashi Keisuke Mayu Sugisaki Tatsuya Shimizu Kensei Okada

そのほかにも日米合わせて15名ほどのメンバーから構成されています。

日本細胞農業協会は細胞性食品の実務者から構成される業界団体です。

日本細胞農業協会について

代表理事 副代表理事 理事



細胞農業のカンファレンス「第7回 細胞農業会議」を今年も開催

活動報告

• 細胞農業会議は例年当協会が行っている国内最大級の細胞農業(細胞性食品・精密発行など）に関す

るカンファレンス。今年も業界関係者より最新情報が共有された。

複数の企業が展示を実施

多くの来場者を動員

一部写真にぼかしを入れております



Poster session

Panel discussion

第7回細胞農業会議では細胞農業の事業開発から規制動向まで広く議論

活動報告

プログラム/登壇者一覧

Networking session

細胞農業の産業化を見据え、①国内プレイヤーの取り組み②グローバル・規制動向

③細胞性食を超えて考える細胞農業といった３セッションで展開。



活動報告

• 当協会は共同オーガナイザーを担いCMS Japan として開催。我が国の細胞農業業界として大きな一歩に。

• 海外からは米国、イギリス、シンガポールからスタートアップ登壇、グローバルにネットワーキングを展開。

メディア掲載：日経バイオテク・Foovo

シリコンバレーのカンファレンス「CMS」を日本初誘致

シリコンバレーで有名な細胞性食品のカンファレンス
Cultured meat symposium (CMS)を国内に初誘致。 CMS 創設者のAlex Shirazi氏と。



活動報告

• 細胞農業の更なる研究促進のため、株式会社クラレの協賛ののもと助成金プログラムを開始

研究助成プログラムをスタート

https://cellagri.org/articles/2025-08-01-00-00_2025%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E3%80%8C%E7%AC%AC1%E5%9B%9E-%E7%B4%B0%E8%83%9E%E8%BE%B2%E6%A5%AD-
%E8%8B%A5%E6%89%8B%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8A%A9%E6%88%90%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%80%8D%E5%8B%9F%E9%9B%86%E9%96%8B%E5%A7%8B



技術領域・それぞれの課題を網羅的に
掲載。関心を持った人に情報提供。

精密発酵における米国規制のまとめ

細胞農業に特化した情報源を作成しており、当協会会員向けにはレポート送付

ご案内

会員向けレポート作成 Webサイトでの情報発信



ご清聴ありがとうございました。

メール：office [at] cellagri.org



2025.10.15

アップサイクルフードワーキングチーム事務局

フードテック官民協議会  
アップサイクルフードWTについて  



エグゼクティブサマリー  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1. 推進体制への参画
a. アップサイクルフード協会（仮）へご参画いただき、

アップサイクルフードの普及活動をリード していきましょう。

b. フードテック官民協議会 アップサイクルフードWTへご参画いただき、
普及啓発活動の推進、情報共有 に取り組みましょう。

2. 認証制度の構築への貢献
生活者と事業者が信頼できるアップサイクル食品認証制度を構築 するため、認証の仕組みやフロー、
基準策定に関する具体的なアイデアを議論にご提供ください。

3. 事業環境整備への協力
産業廃棄物処理法や食品衛生法など、ルールメイキングに取り組む際、障壁となる部分や
事業者にとって望ましい制度設計 （例：費用負担軽減策）に関する情報や知見をご共有ください。 

4. 初回大会のお誘い
2025年11月4日（火）開催の「アップサイクルフードワーキングチーム 第一回総会」 へご参加ください
（事前登録制・無料） 。

Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025



活動体制 

3

1. アップサイクルフード協会（立ち上げ予定）
アップサイクルフード普及をリードする組織

コアメンバーを中心にチームを組成し、認証制度の構築や事業環境整備に
必要なアイディアを議論して認証制度, ルールメイキング, PRを進める。

※ 費用とコミットメントの負担あり。

2.フードテック官民協議会 アップサイクルフードWT
アップサイクルフード普及と官民連携のハブ

アップサイクルフードの社会実装を加速するため、協会と協働し、普及啓発活動を推進。
また、官民連携の基盤として機能し、ルールメイキングの知見と現場の情報を共有。

※ 無料で参加可能

未利用素材を食品へと生まれ変わらせるアップサイクルを対象として、
アップサイクルフード協会（仮）を立ち上げ、官民協議会のWTとともに

アップサイクルフード普及に向けた取り組みをリードする。

Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025



アップサイクルフードの課題：認知度  

4Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025

Ref:アップサイクルに関する意識調査, 2022, 
株式会社スナックミー,  
https://snaqme.com/ 

Ref:消費者庁, R6年度第２回生活実態調査 
https://www.caa.go.jp 

生活者の食品ロスに対する認知は 約８０％に対し、アップサイクルの認知度は 約１０％



アップサイクルフードの課題：商品価格  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食品リサイクル事業者は、リサイクル費と売上の２つで事業性を確保
アップサイクル事業者は原材料費を支払うため、商品の価格が上昇してしまう

未利用素材
食品残渣

生産・加工現場 リサイクル事業
者

コンポスト
家畜飼料

肥料・飼料メーカー
売上リサイクル費

 リサイクル
-RECYCLE-

アップサイクル
-UPCYCLE-

アップサイクル
商品

店舗 / EC

未利用素材

生産・加工現場 アップサイクル事業者

原材料費 売上



MISSION  

生活者・事業者の課題を解き
アップサイクルフードを社会に浸透させる

アップサイクルの定義や
ルールを明確にする

Initiative 1  

生活者と事業者が信頼できる
認証制度により、市場を拡大

Initiative 2  

官民連携によるルールメイキングで
事業環境を整備

アップサイクルフードWT発足

MISSION  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Initiative 3  

事例共有やWTイベントを開催し
アップサイクルをWT内外に発信

アップサイクルフード協会 (仮) 
設立

Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025



アップサイクルフードWTのファウンダー  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ASTRA FOOD PLAN, オイシックス・ラ・大地, オリゼ, グリーンエース が
フードテック官民協議会 アップサイクルワーキングチームを発足

Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025



現時点でのアップサイクルフードWT参画メンバー  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Dアミノ酸ラボ株式会社

西村あさひ法律事務所・外国法共同事業

静岡県立浜松商業高等学校

アクセンチュア株式会社

MOTTAINAI BATON株式会社

クラストジャパン株式会社

株式会社ロッテ

キリンホールディングス株式会社

中部電力ミライズ株式会社

株式会社エー・アソシエイツ研究所

株式会社LOSS IS MORE

株式会社HiOLI

ヤマキウ株式会社

株式会社リバネス

株式会社Booon

アサヒユウアス株式会社

NPO JAPAN CONNECT

静岡県立浜松商業高校

合同会社レコルトドール

一般社団法人日本サステイナブル・レストラン協会

ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社

公益財団法人 静岡県産業振興財団

株式会社シグマクシス

株式会社オカラテクノロジズ

池田糖化工業株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

野菜で健康研究所株式会社

ミツイワ株式会社

株式会社スモールアイランド

株式会社GOOD NEWS

株式会社日テレアックスオン

Cinq sens （個人事業主）

ディーツフードプランニング株式会社

株式会社　ヤタロー

株式会社スナックミー

株式会社アスク

SK弁理士法人

株式会社JOYCLE

ノリタケ株式会社

Crrit株式会社

NoMy Japan株式会社

株式会社日清製粉ウェルナ

Smoke-i-freet

株式会社東京バル

株式会社サティスファクトリー

株式会社 三菱UFJ銀行

三菱食品株式会社

2025年10月5日現在、48社の企業が参画

Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025



今後の取り組み 

1  アップサイクル食品の定義作り
WTとして取り扱うアップサイクルの定義を明確にし、以降のWT活動を円滑に進める

2  認証制度確立

アップサイクル認証
制度の仕組みとフロー整備し、
工程監査などを通じて認証制度
を運用する。

9

3  事業環境整備

産業廃棄物処理法や食品衛生法
などでアップサイクルの位置付
けを明確にし、関連省庁と連携
しながらルールメイキングに取
り組む。

4  認知拡大

事例共有、会員同士の交流、
共同PRイベントの企画など
WT内外への発信を担う。

Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025



具体的な活動イメージ：認証制度  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• 生活者の認知向上
取り組みが先行している ロカボ（一般社団法人 食・楽・健康協会）や 
プラントベース食品（一般社団法人Plant Based Lifestyle Lab ）のように
基準を満たす アップサイクル食品 を明確にすることで、

生活者がひと目で選びやすい 認証制度 を設ける。
（Upcycled Food Association (U.S.) との 連携も 検討）

• 事業者の信頼獲得
アップサイクル原料を使用するメーカーや、
アップサイクル商品を取り扱う小売企業が 信頼できる仕組み を構築する。

認証制度

Ref:一般社団法人 食・楽・健康協会, ロカボHP
https://locabo.net/ 

Ref:一般社団法人Plant Based Lifestyle Lab HP
https://pbl-lab.net/ 

Ref: Upcycled Food Association  HP
https://www.upcycledfood.org/ 

生活者と事業者が信頼できる認証制度により、アップサイクル市場を拡大

Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025



具体的な活動イメージ：アップサイクルの事業環境整備  

11

未利用素材と産業廃棄物を区別し、アップサイクルに取り組む環境を整備

事業環境整備

• 環境省 – 産業廃棄物処理法, 再資源化事業等高度化法
アップサイクル原料と産業廃棄物 を区別することで、
リサイクルのように、事業者にも一部費用負担してもらうことができる仕組みを構築
　例）食品リサイクル 20円/kg が アップサイクル 10円/kg になれば

食品事業者の費用負担を減らしながら、アップサイクル事業の収益性を向上

• 厚生労働省 – 食品衛生法
アップサイクル原料を提供する際の、食品衛生法の営業許可の拡大とHACCP における
 アップサイクル原料取り扱いの明記により、アップサイクル事業で障壁になる部分を整備

• その他
食品リサイクル法（農林水産省）や 食品ロス削減法（消費者庁）など
アップサイクルに関連する制度に対して、取り組みが推進されるように連携を図る。

食品ロス削減・食品寄附に関する取り組み 
Ref:自由民主党 HP
https://www.jimin.jp/ 

Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025



資源循環の促進のための再資源化事業等の高度化に関する法律について  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● 高度再資源化事業計画の認定  
○ 需要に応じた廃棄物の再資源化を目的とした収集運搬及び処分事業が対

象 
○ 認定を受けると収集運搬業と処分業許可及び施設設備許可が不要  
○ 事業計画に記載した収集運搬又は処分の委託先も許可不要  

 
● 高度分離・回収事業計画の認定  

○ 高度な技術を用いて廃棄物からの分離・回収を行う処分事業が対象  
○ 認定を受けると廃棄物処分業許可、施設設置許可が不要  

 
● 再資源化工程高度化計画の認定  

○ 温室効果ガス削減効果を高めるための高効率な設備導入の促進を目的  

アップサイクルについても、産業廃棄物処理の許可は不要で、
処理費をもらいながら既存事業に取り組むことができる可能性

Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025



2025年11月4日初回大会開催  

13Copyright, UpcycledFoodWorkingTeam, 2025

今後の取り組み紹介と、会員同士の交流を目的とした
アップサイクルフードワーキングチーム 第一回総会を開催

開催概要
2025年11月4日（火）11:00 - 15:00
東京農工大学 邂逅舘（東京都府中市幸町３‐５‐８）
参加費 無料, 事前登録制
WT非会員も参加可能

メインコンテンツ
1. アップサイクルワーキングチームの紹介　・・・　WT事務局
2. これまでの食品ロスに関する取り組み紹介　・・・　農林水産省
3. アップサイクル事業者のピッチ
4. アップサイクル商品試食・交流会

東京農工大学 邂逅舘
東京都府中市幸町３‐５‐８

アクセス
JR武蔵野線 北府中駅 徒歩12分
JR中央線 国分寺駅 バス10分（晴見町）
京王線 府中駅 バス7分（晴見町）
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第2回　フードテック官民協議会総会

プラントベース食品  普及推進  WT 発表資料（ CM)

一般社団法人Plant Based Lifestyle Lab
（事務局：株式会社パソナグループ）

本資料の転用および転載はご遠慮願います。
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本日のアジェンダ

１１２９（いい肉の日）のご案内

　　アジェンダ
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１．外食業態でも認証マークの活用がスタート

日時　11月29日(土)　13:00−

場所　東京都府中市
　　（東京農工大学　府中キャンパス）

・プラントベースフードの試食体験が出来ます。

・スイーツが中心です。

・が、一風堂さんも出店します。

　プラントベースフードの試食体験会を行います。
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本日のアジェンダ　　出展者も募集してます
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１．外食業態でも認証マークの活用がスタート　会場風景
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１．外食業態でも認証マークの活用がスタート　会場風景（ 9月にP-LABでイベント実施）
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１．外食業態でも認証マークの活用がスタート　人がいないとこんなスペース
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１．外食業態でも認証マークの活用がスタート　大学ぽくない施設です

1階にある無印良品が目印

運営の若松さん（やさしいです）
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１．外食業態でも認証マークの活用がスタート　改めて

皆さまへお願い

● イベントにお誘い合わせの上参加してください！

● イベントに出展してください！

● イベント運営の有志も募集しています！
メディア対応の協力もお願いします。

● 出展希望者はQRコードから申込フォームにGO

● 参加のみは、フードテック官民協議会へ登録

当日会場にいらしてください。

出展申込

来場登録



2．WT・CCの活動状況

次年度の予定・意向等今年度活動WT・CC

要望を受けてガイドラインアップデート検討予定なし（適宜ガイドラインの問合せ対応）昆虫ビジネス研究開発WT

次期代表候補と調整中なしサーキュラーフード推進WT

安全性関連のシンポジウムを企画中6/25 勉強会細胞農業WT

未定なし食生活イノベーションWT

同様の形式で継続予定10/31 WT会議Plant Based Food普及推進WT

同様の形式で継続予定7/11、1/16 、2/18WT会議ヘルス・フードテックWT

同様の形式で継続予定2か月に1度の勉強会健康×おいしさの食品機能CC

同様の活動継続と、細胞農業に関する助成金プ
ロジェクトを実施予定

8/29、3/27イベント（第6回細胞農業会議、メン
バーの海外動向調査派遣など）細胞農業CC

各WT・CCヒアリングを基にNTTデータ経営研究所作成

各WT・CCの概要は、官民協議会HPの会員専用ページに掲載しております。活動内容の詳細につい
ては各WT・CC事務局へお問合せください。

協議会の会員であれば、無料で申し込み可能で、活動へ参加できます。
また、新たなWTやCCの立上げも募集しています。ご興味のある方は事務局までご相談ください。



フードテック官民協議会
令和7年度 第2回 総会／提案・報告会議事次第

2025年10月15日（水）14:00～17:00

1. 農林水産省ご挨拶

2. WT・CCからの提案・報告

3. 日本のフードテックエコシステムの新潮流

(北海道、新潟、静岡のフードテックエコシステムとのパネルディスカッション)

4. 登壇者発表

5. 事務局からの報告

6. ネットワーキング（現地会場のみ実施） 



エア・ウォーターの森からはじまる『未来創造』



1979年3月札幌生まれ。

2000年に国家資格：臨床検査技師を取得し、5年ほど医療機関にて従事。
主に心電図、脳波、エコー検査などを行う。
 

その後、北海道エア・ウォーター株式会社（現：エア・ウォーター北海道
株式会社）に入社。医療部門の睡眠事業の立ち上げに参加。10年ほど
現場で睡眠事業に従事した後、在宅医療事業全般の運営管理業務を行う。

新たな挑戦として、当時社内公募されていた本社事業企画部に異動し
2024年12月札幌市桑園にオープンした、『オープンイノベーション施設：エ
ア・ウォーターの森』のファシリテーションマネージャーとして北海道の社
会課題解決のために、奔走しております。

棟方　祐介
エア・ウォーター北海道株式会社
事業企画部 インキュベーショングループリーダー

×

＜趣味＞
旅行・サウナ・麻雀・クイズ・歴史

＜注力分野：ウェルネス＞
農食・観光・メディカル・ヘルスケア

＜所持資格＞
・臨床検査技師
・睡眠改善インストラクター
・北海道フードマイスター
・ITパスポート



①

エア・ウォーター北海道のご紹介



エア・ウォーター株式会社：沿革



企業概要（エア・ウォーター北海道株式会社）



産業事業

医療事業

福祉・介護事業

エネルギー事業

食農事業

エア・ウォーター北海道の構成

事業会社

エア・ウォーター産業・医療ガス株式会社
産業ガス・産業機材・高圧ガスプラント等の設備工事高圧ガス関連設備設計
施工・検査・メンテナンスプラント運営

医療用ガスや関連機材の販売、医療機関などの工事事業
在宅医療事業、SPD・滅菌事業、歯科事業

プロパンガス、灯油、LNG、電気などのエネルギー事業
関連する機器の販売

介護保険法に基づく製品の販売や提供、感染症対策製品の販売

農産物の調達・輸送・販売、産地拡大・農業コントラクター事業

エア・ウォーター・ライフソリューション株式会社

北海道エア・ウォーターアグリ株式会社



金属加工業

環境分析事業

歯科事業

エア・ウォーター北海道の構成

関係会社

株式会社ホクエイ

灯油ホームタンク・LPガス収納庫の製造販売・ガレージ、物置等の製造販売

環境分析、検査、作業環境測定、貯水槽・排水管清掃等食品安全管理
食品衛生のコンサルティング

歯科技工全般、歯科医療に関する材料・金属・器具の販売
健康食品・デンタルケア商品の販売

エア・ウォーター・ラボアンドフーズ株式会社

株式会社札幌デンタル・ラボラトリー



②

オープンイノベーションの取組み

エア・ウォーターの森とは



エ ア ・ ウ ォ ー タ ー の 森 ： コ ン セ プ ト

大学・研究機関

その他 ステークホルダー

大手企業・SU

エア・ウォーター

課題抽出 プロジェクト化

事業化

北海道に還元

北海道が抱える社会課題を、各ステークホルダーのイノベーション要素を掛け合わせ
プロジェクト化 ⇒ 社会実装 ⇒ 事業化のプロセスを経て解決し、北海道に還元していきます。
北海道のオープンイノベーションハブとして、エア・ウォーターの森は存在します。

金融・VC



ファンド
VC,銀行

地域住民
エア・

ウォーター

パートナー企業

研究機関

自治体
地域

大学
高校

スタート
アップ

エア・ウォーターの森：事業創造

オープンイノベーションを行っていくため、エア・ウォーターの森にリソースを集約していきます。

ステークホルダーの皆様が持つアイデア・シーズを、北海道発の新たなビジネスへ成長させることを

目指して、北海道を盛り上げる取り組みをエア・ウォーターの森から発信致します。



カーボン
ニュートラル

バイオ
メタンガス

水素
エネルギー

陸上養殖 AI
エネルギー
環境

ヘルスケア
フード
ロス

スマート
農業

観光と
食

食育

農業
食

エア・ウォーターの森：キーワード

エア・ウォーターの森で、特に注力するキーワードは「エネルギー・環境」と「農業・食（健康）」の

分野です。これらを軸に多様な観点から北海道の地域課題解決に挑戦します。



産学連携の場
エア・ウォーターの森への入居
スタートアップ企業のオフィス

技術・知の協創
共同研究　知見の提供
社会実装へ向けた実験

繋がるヒト・コト
課題解決のためのマッチング
ワーキングスペースでの交流

アイディアを育む
ビジネスコンテストの実施
スタートアップ支援

エア・ウォーターの森：仲間づくり

エア・ウォーターの森では２階、3階をオープンイノベーションスペースとして設計しており

共に課題に取り組む仲間づくりをしています。



③

食に対する取り組み事例



①



分科会の形成





②

















ご清聴ありがとうございました



NIIGATA FOOD TECH TOWN
新潟フードテックタウン構想



● 人類の食課題を解決するためには、世界に誇る食文化・技術を持つ日本の食産業が持続的に成長するこ

とが不可欠。

● 一方、近年海外（特に米国）ではフードテックが急速に成長し、日本はその波に後れを取っている 。

● 新たな産業や技術を生み出すには、スタートアップエコシステムと資金が必要である 。

1. Why - なぜ日本においてフードテックタウンが必要か

日本のフードテック分野におけるエコシステムづくり と

資金基盤の整備が必要であり、

新潟フードテックタウン構想はその役割を担う

2



2. Mission - 我々の実現すべきこと

東京

新潟

上海

ソウル

香港

台北

新潟に

エコシステム拠点 を作り、

フードテック起業立地の

最適地とする

3

〈新潟フードテックタウン構想〉



食のスタートアップエコシステム形成における新潟のチャンス

① 米及び発酵産業が盛ん

● 米の収穫量、63万トンで全国1位

● 酒造の数、88蔵で全国1位

③ 大学や食品関連研究所の存在

● 24の大学がある。特に起業を学べる、「事業創造大学院大

学」「開志専門職大学」「新潟大学」

● 食・農業関連の大学が複数ある。「新潟食料農業大学」「新

潟大学 農学部」「新潟県立農業大学校」

● 食や農に関係する研究所、「新潟県農業総合研究所」「新

潟県農業総合研究所  食品研究センター」「新潟県醸造試

験場」等

④ 地域を代表する企業に食の企業が多い

➁ 水産業が盛ん

● 水産練り製品の生産量が3.8万トンで兵

庫県に続く全国2位

4



【参考】アメリカにおける産業クラスター

シリコンバレー： IT

バークレー：食

ボストン：ヘルスケア

5

シアトル

ポートランド

シリコンバレー

サンディエゴ
オースティン

リサーチトライアングル

デトロイト

ミルウォーキー

シカゴ

インディアナポリス コロンバス

クリーブ
ランド

ボストン

ニューヨーク

ワシントン・ボルチモア・北バー
ジニア

先端製造業

次世代モビリティ

IT

ライフサイエンス

フードテック

バークレー



3. What - フードテックエコシステムを作るためにやるべきこと

⑥
アクセラ
レーター

⑤
リアル拠点

③
大学・
研究所

②
大企業

①
ファンド・
金融機関・
エンジェル
投資家等

④
国内外

パートナー

スタートアップの成長フェーズに

応じた複数のファンドなどによる

資金支援

スタートアップの

ソリューションを積極に活

用

技術面での

スタートアップ支援

アドバイザーコミュニティや

海外パートナーによる

メンタリングやアドバイス

シェアオフィスやシェアキッ

チンなどを活用した立ち上

げ支援

製造支援、パッケージデザイン、品

質管理支援、ネットワーキング期販

売先マッチング等の機能支援による

成長加速化

6

〈新潟フードテックタウンにおけるエコシステムのイメージ〉

⓪
起業家



国
内

3-⓪.〈フードテックエコシステム〉起業家

フェー
ズ３

国内外において、フードテック分野の起業家は年々増加傾向にある。

国
外

BtoC BtoB アグリテック サプライチェーン

CPG

7

代替
たんぱく

・BASE FOOD

・ZENB 

・uFit 

・Oisix・DAIZ

・Next Meats

・インテグリカル
チャー

・nosh

・三ツ星ファーム

・GREEN 
SPOON

飲食店DX マーケットプ
レイス

クラウド
キッチン

・KitchenBASE
・インフォマート

・クラダシ

・クロスマート

・DELIPICKS

・Okage

・トレタ

・Connected 
Robotics

・ルートレック・ネットワークス

・inaho

・Sagri

・Farmnote

・テラスマイル

コールド
チェーン

DX

配送
最適化

・ABEJA
・オープンロジ

・PickGo

・エニキャリ

・クラダシ

・HACARUS

トレーサビリティ
フードロス管理

・グリッド

・HelloFresh

・Huel 

・Soylent 

・Uber Eats・Impossible 
Foods

・Beyond Meat

・Eat Just

・BlueApron

・DoorDash
・Daily Harvest 

・Oatly

・Reef 
Technology・GrubMarket

・Choco
・CloudKitchens

・Toast

・Meituan

・SevenRooms
・KitcheUnited

・Indigo Agriculture

・Plenty

・infarm

・AeroFarms

・Flexport

・Too Good To Go

・Afresh

6

5 3

2
1

4

⓪
起業家

新潟フードテックタウン構想においても上記のような起業家を育成・招致していく

サブスク
デリバリー

CPG 代替
たんぱく

飲食店DX マーケットプ
レイス

クラウド
キッチン

サブスク
デリバリー



3-①.〈フードテックエコシステム〉ファンド・金融機関・エンジェル投資家など

(～15億円程度 ) ※
Seed ~ Early stage Middle stage

8

(15億円～75億円程度 )
Later stage
(75億円～ )

（アメリカのスタートアップ企業ステージ別のファンドイメージ）

次期3号は、100億円規模にて組成予定

IndieBio

Unovis

Big Idea Ventures

エンジェル投資家

フードテック特化型ファンドや地域創生型ファンドの組成を働きかけ、連携を強化

6

5 3

2
1

4

資金

GroundForce Capital

S2G Ventures

AgFunder

Khosla Ventures

Tyson Venturesなど
大手食品企業のCVC

 新潟フードテックタウン構想においても複数ファンドの組成を働きかける

※投資対象スタートアップの評価額



(参考)Future Food Fundの主なLP・投資先

主な投資先主なLP 組成時期： 1号 2019年11月、2号 2023年1月

IPO

9

6

5 3

2
1

4

資金



3-②.〈フードテックエコシステム〉大企業　 /　3-③.大学・研究所

※資料：農林水産省「作物統計調査（確定値）」
　　　　　　　　　　　　（令和6年2月29日）

新潟の食品企業やアカデミア・研究機関の知見を活用し、フードテックスタートアップの育成を推進する。

10

3-②.大企業

地域を代表する企業に食の

企業が多い

3-③.大学・研究所

大学や食品関連研究所の存在

● 24の大学がある。特に起業を学べる
「事業創造大学院大学」「開志専門職大学」「新潟

大学」「新潟青陵大学」　　　　　「長岡科学技術大

学」等

● 食・農業関連の大学が複数ある  　　
「新潟食料農業大学」「新潟大学農学部」「 新潟県

農業大学校」「新潟薬科大学」

● 食や農に関係する研究所、支援機関

も多数ある
「新潟県農業総合研究所  食品研究センター」「新

潟県醸造試験場」　　　　　　　　　「新潟市食品加

工支援センター」等

さらに、新潟以外の食品企業や研究組織とのネットワークも構築する

6

5 3

2
1

4

大企業
6

5 3

2

1

4

技術 （参考）米や、発酵産業を中心とし

た食品産業が盛ん

● 米の収穫量、59万トン※で全国1位

● 酒蔵の数、88蔵で全国1位

● 野菜・果樹・水産業も盛ん



3-④.〈フードテックエコシステム〉国内外パートナー

・グローバルパートナー ・国内起業家アドバイザー　

　ファンド　

　シェアキッチン　　

6

5 3

2
1

4

アドバイ
ザー

11

事業づくりの知見と実績を持つ魅力的な起業家にアドバイザーとして参画

いただき、NFTTの体制を強化予定。

（アドバイザーイメージ）

● 東証プライム上場企業の経営者

● Exit経験のある起業家

● 全国展開する外食・フードサービスの事業家

● 大手グローサリーのMD／バイヤー経験者

● 食品メーカー（量産・品質保証）の実務家

● ミシュラン星獲得経験のあるシェフ／レストランプ
ロデューサー



3-⑤. 〈フードテックエコシステム〉リアル拠点

リアル拠点の設置により、スタートアップの製造支援や販売支援、オフィス環境の提供等を行う

• 食品ベンチャー向けのコワーキングスペース、食品工場も準備され商品

製造も可能

• メンターによる教育・ガイダンスを受けることができる投資家とのネット

ワークによるファンディング支援

• 研究機関や大手企業とのコネクション支援

投資家

スタンフォード大学

大手企業

ネットワーク
の構築

12

6

5 3

2
1

4

拠点

新潟でのリアル拠点の開設も今後検討予定

( 海外参考事例  )

・Pop Up Grocerは、
スタートアップ食品を集めて消費者に届
ける実証・販路拠点として機能している



3-⑥. 〈フードテックエコシステム〉アクセラレーター　 　

　　a.スタートアップの商品を販売する「トライアルパートナー」制度

新潟フードテックタウン構想  トライアルパートナー

13

スタートアップの商品を、「自社で販売する」「原料として使用する」「レストランで調理して提供する」などの支援を一緒に

行う事業会社と連携。

支援をしながらキャピタルゲインが得られるよう、 Future Food Fundへの少額LP出資の条件も検討。

6

5 3

2
1

4

アクセラ
レーター



3-⑥. 〈フードテックエコシステム〉アクセラレーター  

　　　　b.イベントの開催

2024年12月3日新潟日報ホールにて、新潟フードテックタウン構想についての第１回プレイボールイベントを実

施。2025年4月11日にハードオフエコスタジアム新潟にて第２回プレイボールイベントを開催。

14

6

5 3

2
1

4

アクセラ
レーター



● 構想推進体制の立ち上げ

● 各エコシステム機能の主要プレイヤー

の参加

● アドバイザーコミュニティの構築

● コアとなるファンドの立ち上げ

（Future Food Fund [Oisix CVC] 3
号ファンドを含む）

● ネットワーキング

4. When - 今後の進め方

エコシステムの骨格づくり クイックウィンづくり エコシステムの拡充

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３

● クイックウィン候補となるスタート

アップの選定・招致・立ち上げ支

援

● 上記の骨格的エコシステムによ

る成功事例の創出

● 各エコシステム機能の拡充、プレ

イヤーを増やす

● ネットワーキングの拡充

● シェアキッチンなどのフェーズ1で
用意しなかった機能の立ち上げ

下記のようなフェーズに分けて、初期的な新潟フードテックタウンの構築を行う

15



5. How much - どのようなインパクトを目指すのか

累計売上

5,000億円

売り場
（販売パートナー）

100社

新規雇用

5,000人

16

ヒト

モノ

カネ

新潟を世界屈指の

フードテックタウンに進化させ、

500社のスタートアップに関わり、

世界的企業も誕生させる。



ロゴまたは名前をここに 1

静岡発フードテックエコシステムとアップサイクルの取組

公益財団法人 静岡県産業振興財団
ウェルネス・フーズ産業支援センター

2025/10/15 フードテック官民協議会



ロゴまたは名前をここに

幸福度日本一の実現

県民の健康寿命の延伸

新たな製品・サービスの創出

目指す姿

大 目 標

事業目標

食品・ウェルネス関連企業、金融機関、医療機関、大学・研究機関、行政機関、
産業支援機関等

静岡ウェルネスフォーラム

異業種交流や情報共有等で施策を推進

県民のウエルネス向上を目指すフォーラムを立上げ

生活習慣病予防・重症化予防

経済産業部 健康福祉部 県民の健康状態と生活習慣の改善
個人の健康づくりを支える環境づくり

スタートアップ等の技術を活用し、静岡発の
未来型食品の開発やウェルネス産業を創出

〇 未来型食品の開発 〇 県民向けｳｪﾙﾈｽｻｰﾋﾞｽの創出 ほか 〇 健康施策の推進 〇 研究成果の健康施策反映 ほか

静岡県の
ポテンシャル

プロジェクト
の推進体制

〇 県民の健康寿命の⾧さ 〇 多彩な県産農林畜水産物
〇 缶詰等の優れた加工技術

中核支援機関 ウェルネス・フーズ産業支援センター
〇県内市町との連携 〇 県試験研究機関や静岡県立大学、静岡社会健康医学大学院大学等との連携

〇 豊富な水と温暖な気候
〇 日本有数の温泉源泉数
〇 日本最多を誇る宿泊施設数

〇 多彩な企業群の集積 〇〇 豊富な海洋資源

センターの役割と静岡ウェルネスプロジェクトの体系

食品・ウェルネス産業の振興

2



ロゴまたは名前をここに

静岡
ウェルネス
フォーラム
1,925社
（9月末現在）

行政機関・団体

医療機関・健康経営企業

次世代産業プロジェクト

食品・ウェルネス関連企業

大学・研究機関

金融機関

静岡ウェルネスフォーラム  オープンイノベーションの場の構築
 産学官金連携の推進
 食品・ウェルネス産業分野への参入支援

3

フォーラムへの参加は
こちらから →



ロゴまたは名前をここに

コーディネーターによる伴走支援

販路開拓・
拡大CD

ウェルネス
事業化CD

次世代食品
事業化CD

フードテック
事業化CD

イノベーション
創出CD

シーズ探索
CD

名
称

プロジェクト成果
品の販路開拓・
拡大支援

健康課題解決に
資する製品・
サービスの
事業化支援

次世代食品等の
高付加価値食品
の事業化支援

フードテック関連
事業マッチング・
事業化支援

異業種交流・
事業マッチング

支援

アカデミア等シーズ
の収集・探索等

役
割

ビジネスマッチング
研究開発・連携促進

製品・サービスの開発
事業化

販路開拓・拡大

4



ロゴまたは名前をここに

 開催概要
日 時 2025/9/11 10:00—17:00
場 所 グランディエール ブケトーカイ シンフォニー
来場者 490名（対面381人、オンライン109人）
展示会 41団体

 食やウェルネスの先端技術等を持つ県内外スタートアップ、次世代
産業関連プロジェクト関連企業等による展示商談会

 食やウェルネスの先端技術に関するセミナー・ピッチイベント

 県内外スタートアップ等地域企業とのマッチング

県内外のフードテック、ウェルネスに関わるスタートアップ等を
招き、マッチングやネットワーキングのための展示会の開催と、
県内外の先進事例等の紹介やセミナーを同時開催

 内容

特設HP   https://shizuoka-wellnessfoods-expo.com/

5

静岡ウェルネス・フーズEXPO2025



ロゴまたは名前をここに

アップサイクルの取組

マッチング、開発支援
• アップサイクル相談窓口
の運用

• CDによる伴走支援

出口戦略
• アップサイクル製品開発・製
造・販売のモデル構築

• 商談会の開催、展示会への
出展支援

消費者の理解促進
• アップサイクル食品への理
解を深め、消費を促進

6



ロゴまたは名前をここに

フォロー
アップ

未利用食材を活用したアップサイクル製品の開発や販路開拓など、当センターに
て伴走支援します。

ご提案 お聞きした内容に基づきマッチング先を探し、課題解決に向け提案を行います。

ご相談 未利用食材の発生状況や活用の意向についてお聞きします。

受 付 電話、メール、FAXによりご連絡ください。相談日程を調整します。

ご相談はこちらから
https://www.fsc-shizuoka.com/info/foodloss-madoguchi/

事 業 目 的

ご相談の流れ

未利用食材の供給企業と活用企業を結びつけ食のアップサイクルの取組を促進する
ことで、企業の収益改善や環境負荷軽減を図ります。

＊ご相談いただいた内容について、相談者の事前の承諾なしに第三者へお伝えすることはございませんので、お気軽にご相談ください。

ご相談受付例
・未利用食材を処分せず原材料として提供することで処分費用を削減したい。
・原材料に活用可能な未利用食材を見つけたい。 など

食のアップサイクル相談窓口

7



ロゴまたは名前をここに

次世代産業関連プロジェクト連携
AOI,MaOI,ChaOI等の各プロジェクトの強みを活か
した研究開発、シーズ探索等推進

研究開発
連携促進

製品開発

商談会の開催
食品バイヤーとの対面式商談を実施

未来型食品等開発助成事業
高付加価値型商品等の製品化に向けた試作品開発
・実証事業に対する助成

新事業創造研究会
食品関連企業が連携して高付加価値食品を開発

展示会への出展支援
首都圏等での展示会に静岡県ブースを設置し各社の出展
を支援

研究機関との連携
大学や公設試等との連携による研究開発・シーズ
探索・マッチング

販路開拓
拡大

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
伴
走
支
援

コーディネーター

シーズ探索CD

イノベーション創出CD

フードテック事業化CD

次世代食品事業化CD

販路開拓CD

アップサイクル相談窓口の運用
センター内に相談窓口を設置し、蓄積されたデータ
を基にマッチング

アップサイクル製品開発支援

8
規格外バナナから抽出さ
れた機能性素材を活用し
た腸活プロテイン

摘果された青みかんを活用
したドリンク



ロゴまたは名前をここに

出口戦略の強化ーアップサイクル食品開発・製造・販売モデル構築ー

アップサイクル商品が
生まれる循環を創出

• 販路をもつ卸売事業者と
連携し、事業を実施

• 食のアップサイクル相談窓口
の活用

• 未来型トライアル拠点での
試作品製造

9

⑥テストマーケティング・
モニター調査

食のアップサイクル相談窓口
（静岡県産業振興財団）

生産者、食品メーカー

自社
販売 小売店 ECサイト業務用

販売
その他

R7整備
未来型食品トライアル拠点
（静岡県工業技術研究所）

①未利用食材
発生の相談

②未利用食材
活用の相談

⑤試作の場
の提供

③未利用食材
情報の提供

⑦未利用食材の
仕入れ

④商品開発・
加工委託

⑨商品製造・
納入

⑪販路開拓・販売促進

⑫販売

⑧食材回収・運搬・納入・
（中間加工）

販売 販売 販売

加工委託
事業者等

消費者
（マーケット）

食品卸業
小売業等

既存の
アップサイクル
商品 ➉既存商品の

仕入れ



ロゴまたは名前をここに

消費者の理解促進ー食のアップサイクル商品普及啓発事業ー
食のアップサイクル商品の価値やおいしさを消費者に
理解してもらうことにより、アップサイクルを社会に浸透
させ、消費行動の改善を目指します。

知る

• アップサイクル食品の理
解向上のため、基礎知
識や製造プロセス、意
義を深堀りするセミナー
の開催

体験する

• アップサイクル食品を実
際に食べてみる

• 未利用食材を活用した
エコクッキング

行動する

• アップサイクル食品につ
いて、周囲の人に情報
発信

• アップサイクルを意識し
た消費行動

10



ロゴまたは名前をここに

実現したいこと

オープンイノベーション
の促進

ネットワーク強化 サービス・製品
開発

11

フードテック官民協議会 × 静岡ウェルネスプロジェクト

 地域の強みを活かした、サービス・製品の創出
 社会課題解決・持続可能性強化
 県民のウェルビーング向上



ロゴまたは名前をここに

食の未来を静岡から

12



パネルディスカッション

日本のフードテックエコシステムの新潮流

・ 北海道：エア・ウォーター北海道株式会社 棟方ファシリテーションマネージャー

・ 新潟：オイシックス・ラ・大地 株式会社 太田新潟プロジェクト準備室室長

・ 静岡：静岡県産業振興財団ウェルネス・フーズ産業支援センター 袖山部長

モデレーター：農林水産省大臣官房新事業・食品産業部

朝比奈 新事業・国際グループ長



パネルディスカッション

各地域のエコシステムの特徴と課題



パネルディスカッション

未来の取組に向けて



フードテック官民協議会
令和7年度 第2回 総会／提案・報告会議事次第

2025年10月15日（水）14:00～17:00

1. 農林水産省ご挨拶

2. WT・CCからの提案・報告

3. 日本のフードテックエコシステムの新潮流

(北海道、新潟、静岡のフードテックエコシステムとのパネルディスカッション)

4. 登壇者発表

5. 事務局からの報告

6. ネットワーキング（現地会場のみ実施） 



1

2025年10月15日

スタートアップ支援部 連携・対外発信チーム 主任 舘田開

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

NEDOのスタートアップ支援と
Plusの取り組みについて



NEDOとは

2

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は、
エネルギー・地球環境問題の解決や日本の産業技術力の強化のため、

補助金などにより技術開発を支援する政府の機関です。

主な支援分野



3

NEDOのスタートアップ支援の全体像

NEP

開拓コース

NEP

躍進コース

DTSU/GX

STSフェーズ

DTSU/GX

PCAフェーズ

DTSU/GX

DMPフェーズ

UPP

SBIR

フェーズ1
フェーズ2

ディープテック・スタートアップへの

事業開発支援事業(GX含む)

ディープテック・スタートアップ支援事業 /

GX分野のディープテック・スタートアップに対する

実用化研究開発・量産化実証支援事業

ディープテック分野での

人材発掘・起業家育成事業

研究開発型スタートアップ支援
人材育成特別講座

大学発スタートアップの
経営人材確保支援事業

大企業等のスタートアップ連携・
調達加速化事業

事業会社等が保有する
革新的な技術を活用したカーブアウトによる
ディープテック・スタートアップ創出等促進事業

エコシステム形成
大企業連携 

初期構想の発想・検討 試作品の開発

Pre-Seed Seed Early Middle

商用化の実現 市場開拓
市場拡大・
上場準備

国際共同研究

国際共同研究開発

補助
金額（円）

連携

10億～

1億～

1千万～

1百万～

SSA MPM
大企業
調達

カーブ
アウト

SBIR推進プログラム



スタートアップ・エコシステム拠点都市とも連携しながら、当該協定を中心とした
支援機関連携の拡大（政府系機関、金融機関、ベンチャーキャピタル等）や、

個別機関間の取組の深化を通じて、スタートアップ・エコシステムの形成を目指す。
2020年に9機関で協定締結。2025年現在、NEDOを含む22機関が加盟。

4

スタートアップ支援機関プラットフォーム
（通称 Plus “Platform for unified support for startups”）

シード期
技術シーズ創出・研究開発・人材育成支援

アーリー期
支援・ファンディング

エクスパンション期
海外展開支援

金融支援・投資 知財支援

Plus ( Platform for unified support for startups ) 参加22機関



5

Plusの取り組み

➢各機関がバラバラに支援メニューを出している
スタートアップにおける情報収集コストが高い

➢支援機関間で情報共有・政策連携が不十分
質の高いスタートアップに対して集中支援が行われない

従来の公的スタートアップ支援の課題

支援情報の共有・整理・発信

定例会の実施、支援施策の一元的な情報発信、

ワンストップ窓口を設置

個別事業の相互連携の促進

参加機関間の支援メニューを連携させて

支援の幅を拡大

支援機関の特性に応じて一気通貫の支援に取り組む



6

どこに相談したらよいのだろうか…？

政府系の支援を
受けたいけど、

誰に相談したらいいか
わからない

いろんな事業があって、
どれを選んだらいいか

わからない

私が取り組んでいる
研究開発内容にあった
支援ってあるのかな

海外展開を考えている
知財をいかしたい
これから起業したい

・・・etc



Plus ( Plat form for unified support for startups ) 参加22機関

7

Plus One相談窓口

➢ Plusでの22機関間連携を活用し、一元的な相談体制を構築

➢ スタートアップに支援機関から“プラスワン”な情報提供

Plus運営事務局

◆ メール・電話・
オンライン面談等で
相談

◆ 最適な事業等を
検討し紹介

相談者

シード期
技術シーズ創出・研究開発・人材育成支援

アーリー期
支援・ファンディング

エクスパンション期
海外展開支援

金融支援・投資 知財支援

⚫ Plus参加22機関の支援メニューから最適なものをご紹介！

⚫ 民間企業も含めた他機関とも必要に応じて連携・紹介！
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相談窓口 対応実績

2024年度 140件
累積 560件超の相談事項に対応

14

88

139

167

140

56

2020 2021 2022 2023 2024 2025

相談件数（件）

資金提供

28%

起業相談

17%

経営相談

12%

国内市場の

開拓

11%

海外展開

9%

事業提携等の

マッチング

8%

施設利用

7%

知財相談

5%

人材育成

3%

相談内容（割合、複数回答可）
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「ご相談はこちらから」より相談内容を記入

その他にもPlus参画機関の支援メニューを掲載しています！

相談窓口はこちらから
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ご清聴ありがとうございました。



CONFIDENTIAL

お⽶⽣まれ麹育ちのマイコプロテイン

2025/10/15

取締役CTO ⼊本 慶宣

アグロルーデンス株式会社



© Agro Ludens Inc.

会社概要・講演者略歴

1

社名 Agro Ludens （アグロルーデンス）株式会社

所在地 本社：東京都千代⽥区有楽町2丁⽬10番1号 東京交通会館 608

1. マイコプロテイン事業
2. バイオリファイナリー事業
3. アグリ事業

代表取締役：佐賀 清崇 博⼠（農学）
取締役：⼊本 慶宣 博⼠（農学）、弁理⼠
取締役：跡部 季⼦ 博⼠（農学）

取締役

2021年4⽉設⽴

3,000万円資本⾦

事業内容

池之端オフィス：東京都台東区池之端2丁⽬8番20号
                             sonorite池之端 2F
カンボジア⼦会社Fungi Art： PHNOM PENH, CAMBODIA

Mission

遊び⼼のあるバイオマス技術を
社会実装する

『Agro』農業 x 『Ludens』遊び



© Agro Ludens Inc.

マイコプロテインとは？

2

マイコプロテインとは、主に⽷状菌（キノコやカビ） 等の微⽣物を、

利⽤して⽣産される⾼タンパク質・低脂質の⾷品原料

畜産に⽐べて
温室効果ガス
の排出が1/25

海外では代
替⾁として
40年前から
⾷卓に並ぶ

近年
サステナブ
ルな⾷材と
して注⽬

全世界
5,000億円
（2026）
の市場予測

年平均成⻑率
7.7％と予測



© Agro Ludens Inc.

海外ではマイコプロテインへの投資が加速

3

引⽤：https://foodtech-
japan.com/2025/08/09/planetary-4/

引⽤：https://foodtech-
japan.com/2025/08/26/the-better-meat-co-5/
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固体発酵固体発酵 固体発酵

⽇本にも伝統的に使われてきた⽷状菌「麹」がある！

4

⽇本酒味噌 醤油

約１３００年前から安全に使われてきた⽷状菌「麹」

固体発酵により⽇本の美味しい⾷⽂化を築いてきた
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⽶と麹でお⾁（マイコプロテイン）を作ってみました

5

アルファー化・
アミラーゼ処理・

固液分離

⽶蜜
（ライスシロップ）

麹による
固体発酵
（2⽇間）

⽶タンパク質 ⽶と麹の
マイコプロテイン⽶

特許第7264556号「麹菌の固体培養物から得られる⾷⾁様麹菌体およびその製造⽅法」
特許第7441567号「穀物タンパク質組成物で麹を固体培養した⾷⾁様麹菌体とその製造⽅法」
その他複数特許出願中
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⽶と麹のマイコプロテインの特徴

6

① ⾼タンパク＆低脂質

② うま味がある（豊富な遊離アミノ酸）

③ ⾁に近い⾷感

⽇本の伝統技術で⽣み出した新しい発酵⾷品を世界に展開

⽶由来マイコプロテイン原料 マイコプロテインで作ったハンバーグ⽶と麹のマイコプロテイン原料（乾燥物） マイコプロテインで作ったハンバーグ



© Agro Ludens Inc.

昨年度より「農⽔省SBIR ⼤規模技術実証PJ」を実⾏中

7

農林⽔産省 中⼩企業イノベーション創出推進事業（SBIRフェーズ3基⾦事業）
「お⽶⽣まれ麹育ちの機能性マイコプロテインの商⽤確⽴」
（主事業者：交付限度額10億6,600万円、4年間 ）

事業終了後のマイルストーン2024年度 2025年度 2026年度 2027年度
マイルストーン

ベンチスケール
年産５トン

パイロットスケール
年産５０トン

商⽤化スケール
年産５０００トン

製造・販売
⽬標

現在

原料製造 商品開発・販売

提携 ⽯川⼯場
での製造

⾃社 那須⼯場
の⽴上げ

BtoC
⾃社製品開発

リアル店舗・EC販売

BtoB（toC）
共同開発

・原料販売
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リアル店舗

ECサイト

代替ではなく「新しい魅⼒のある商品」をお客様に届ける

8

商品販売
/顧客反応
評価

商品開発
/製造

商品開発
改良計画

データに
基づく
商品改善

P

D

C

A

有楽町 TiB
2025/10〜出店

新橋駅内
カンダフル

⾃社ECサイト

Amazon・Yahoo!・楽天
審査通過・順次開店



© Agro Ludens Inc.

⽇本発の⽶と麹で⾷料問題とエネルギー問題の両⽅を同時に解決します

9

• ⾷⽂化の変化から、直近50年で⽶の⽣産量は1,445万トンから791万トンへ減少

• ⽶に新たな⽤途・新たな機能を付与することで、新たな価値を⽣み出す

グルテンフリー
製菓・製パン

バイオ燃料 SAF
バイオ化成品

酒類・調味料
カンボジア⼦会社で
クラフトサケ製造



© Agro Ludens Inc.

ご清聴ありがとうございました

10
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世界初・牛の個体差を可視化する技術
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遺伝子 タンパク質

枝肉成績

飼料

遺伝
管理

２万個 10万種類以上
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遺伝子 タンパク質

枝肉成績

飼料

遺伝
管理

２万個 10万種類以上

飼料等の環境変化によって、
あるタンパク質が生成されることで、直接または間接的に別の遺伝子の活性化や不活性化が起こる

 遺伝子とタンパク質の相互作用が存在！

飼料等の環境によってタンパク質が多様に変化

タンパク質の種類によって活動する遺伝子が変化
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枝肉量＆質

遺伝的要因

枝肉量＆質

遺伝的要因

環境要因

パターン１
環境要因が

マイナスに働いている

パターン２
環境要因が

プラスに働いている

遺伝的要因＋環境要因＝表現型（枝肉量＆質）

環境要因
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⚫
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¥

¥



目標 – おいしさ診断

20

とろける食感

しっかりとした歯応え

余韻が強い 風味が強い

• 現在弊社と連携してくださっている他の
農家さんのデータと照らし合わせ、ブラ
ンド牛の特徴を可視化します。

• 精肉店、シェフ等のご協力をいただきな
がら、食味評価とデータの関連性を探り
ます。

• データの蓄積に伴い、出荷前に牛肉の味
を予測することが可能になります。

• それにより、科学的裏付けによる品質管
理を可能とし、“ブランド力強化”および
“消費者への選択肢の提供”に寄与します。
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